











































点 F（ p, 0）を焦点とし，直線 x = -pを準線とする放物線 y2 = 4 pxに対して，曲線上
の点 P（x0 , y0）における接線の方程式が 
y0 y = 2p (x + x0)
であることは，教科書の微分の単元での応用問題などに記されている．
図 2のように接線と x軸との交点を Qとおくと，Qの x座標は -x0となるから，PHと
FQが平行であることと，
QF PF PH= − − = + = = − − = +p x p x x p x p( ) , ( )0 0 0 0
から四角形 PHQFはひし形となり．△FPQと△HQPは二等辺三角形，よって∠FPQ = 















2 1+ =  に対して，曲線上の点 P （x0 , y0） 
における接線を とする．F1，F2から接線 に引いた垂線を F1 H1，F2 H2とすると，PF1：
PF2 = F1 H1：F2 H2を示すことができれば，2つの直角三角形△PF1H1と△PF2H2が相似であ
ることになり，従って∠F1PH1 = ∠F2PH2が成り立つから，F1から発せられた光線が楕円
上の点 Pで反射すると F2に至ることが示される．
一方，図 3のように接線 と x軸との交点を Qとおくと，いま証明しようとしているこ
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a cx a2 0 1− = PF
同様に



































と双曲線の図を重ねることでごく簡単に説明できる．図 5において Sは F2Pの延長上の点
とする．F1から発した光が Pで楕円の接線 1に反射して F2に至ることから
∠F1PQ = ∠F2 PR = ∠SPQ.
同様に F1から発した光が Pで双曲線の接線 2に反射して Sに至るから
∠F1PT = ∠F2PT.
























2 1+ =  において a > bとし，2つの焦点を (±c, 0)とする．この楕円
 









2 1  と
なる．p = a - cとおけば，2つの焦点は F1 ( p + 2c, 0)および F2 ( p, 0)であり，c2 = a2 - b2
を用いて
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最右辺において，c ® +¥とすると
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であるから，極限は y2 = 4 pxとなる．
図 6　
84
この連載の前回と前々回の稿で，「理解を深めることについてのメモ」として下記の私
見を記したが，ある対象を「理解する」ためには，対象の成り立ち（解釈，証明）を把握
することが 1つの方法であることを挙げた．今回の例は，成り立ち（この場合は計算）を
しっかり把握することが，理解を深める（関連することがらを証明する）基礎力となるこ
とを表している．極めて当たり前のことであるが，時間の限られた授業で何を優先するか
の取捨選択を誤らないために改めて認識しておきたいし，教師の側としてもいわゆる良く
知られた事実を改めてきちんと把握することが，自身の理解を深める基礎力となることが
読み取れるであろう．
（前々回のメモ）
一般にある対象を「理解する」ときに重要なのは， 
（1）対象の成り立ち（解釈，証明）を把握する
（2）対象の応用およびその適用される範囲，限界を認識する
ことと考えられ，さらに「理解を深める」というときには
（3）対象に関する既知の理解と異なる見方が示される（新解釈や別証明）
（4）別々と思われていた複数のことがらの間の関係が明らかになる
（5）新たな方向への発展（の可能性）が示唆される
ことが期待される．
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